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生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
今
年
で
５
回
目
の
参
加

と
な
り
ま
す
『
大
学
は
美
味
し
い
!!
』
フ
ェ
ア
（
５
月

18
日
（
木
）
〜
23
日
（
火
））
の
６
日
間
の
会
期
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
お
馴
染
み
に
な
り
ま
し

た
、
料
理
部
の
考
案
し
た
ベ
ー

グ
ル
（
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
ベ
ー
グ

ル
）
の
実
演
や
、
結
季
最
中
、

夏
蜜
柑
羊
羹
、
夏
柑
葛
餅
（
日

影
茶
屋
）
の
販
売
と
商
品
化
へ

の
経
緯
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
日
か
ら
卒
業
生

や
関
係
の
方
々
が
大
勢
来
場
さ

れ
、
毎
日
、
何
か
の
商
品
が
完
売
と
な
る
盛
況
で
し
た
。

昨
年
は
販
売
を
担
当
し
て
い
た
卒
業
生
も
、
仕
事
帰
り

に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
社
会
人
と
な
り
、
懐
か

し
い
と
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
他
大
学
の
先
生
か
ら

も
、
例
年
の
学
生
と
教
職
員
、
企
業
の
方
々
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
良
さ
を
誉
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
大
学
で
の
成

果
を
様
々
な
形
で
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町田キャンパス
〒194-0292 東京都町田市相原町2600番地
TEL.042-782-9811（代表）

千代田三番町キャンパス
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TEL.03-3262-2257（代表）
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第
10
回 

『
大
学
は
美
味
し
い
! !
』フ
ェ
ア
に
参
加

「
さ
が
み
は
ら
環
境
ま
つ
り
」
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
〜

ベーグル

新聞紙を利用した
お花のブローチ作品

販売風景

結季最中、夏蜜柑羊羹、
夏柑葛餅

　

２
０
１
７
年
６
月
18
日
（
日
）、
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み
（
イ

オ
ン
橋
本
６
Ｆ
）
に
て
開
催
さ
れ
た
「
さ
が
み
は
ら
環
境

ま
つ
り
」
に
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
２
、
３
年
生
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
神
奈
川
県
相
模
原

市
の
さ
が
み
は
ら
環
境
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
本
学
と
の

地
域
連
携
活
動
の
一
環
で
、
本
学
か
ら
の
参
加
は
昨
年
に

続
き
２
回
目
で
し
た
。
今
年
も
、
学
生
が
先
生
と
な
り
、

お
子
様
を
対
象
と
し
た
「
身
近
な
廃
棄
物
を
利
用
し
た
も

の
づ
く
り
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
は
、①
新
聞
紙

を
利
用
し
た
お
花
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り 

②
ア
サ
リ
の
貝
殻

を
利
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り 

③
野

菜
の
切
れ
端
を
利
用
し
た
ス
タ
ン
プ
で

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
づ
く
り
で
す
。
参
加
し

た
お
子
様
た
ち
は
皆
、
完
成
す
る
と
ニ
ッ

コ
リ
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
自
然
循
環
型
生
分
解
性
繊
維
の
ポ
リ
乳
酸
繊

維
布
を
使
用
し
て
学
生
が
制
作
し
た
農
作
業
着
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

学
生
は
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
地
域
の
幅
広
い
世
代
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
や
他
学
年

と
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
通
常
の
学
内
活
動
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
教
育
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

先生となりものづくりを教える学生たち
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平
成
29
年
６
月
16
日
（
金
）、
23
日
（
金
）
の
２ 

日
、

相
原
小
学
校
の
６
年
生
５
名
が
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
仕
事
の
厳
し
さ
や
楽

し
さ
、
働
く
こ
と
の
意
義
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
地
元
の
職
場
に
愛
着
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
小
学
校
か

ら
の
要
請
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
事
務
局
か
ら
、
本
学
の
紹
介
と
、
大
学
と

は
ど
の
よ
う
な
教
育
機
関
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て

る
の
か
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
、藤
田
先
生
、

小
口
先
生
、
原
口
先
生
に
協
力
い
た
だ
き
、
授
業
見
学
を

子
ど
も
体
験
塾
２
０
１
７

第
２
回 

千
代
田
K
V
A
祭（
ロ
ー
ズ
祭
）

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
学
園
祭
（
ロ
ー
ズ
祭
）
は
、今
年
度
は
、６
月
18
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
達

は
、
早
く
か
ら
企
画
・
制
作
・
立
案
に
取
り
組
み
、
準
備

し
て
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
フ
」
の
ラ
イ

ブ
、
移
動
車
両
お
弁
当
販
売
、
こ
だ
わ
り
素
材
の
お
弁
当
・

食
品
販
売
、
ロ
ビ
ー
を
華
や
か
に
飾
っ
た
花
び
ら
ア
ー
ト

（
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
）

な
ど
外
部
か
ら
の
参
加

を
積
極
的
に
導
入
し
ま

し
た
。
午
後
に
な
っ
て

雨
が
降
り
出
し
、
来
場

者
の
数
は
最
後
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
ビ
ン
ゴ

大
会
は
、
人
気
テ
ー
マ

パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
を

巡
っ
て
白
熱
の
展
開
に

相
原
小
学
校
６
年
生 

職
業
調
べ
・
体
験

　

７
月
22
日
（
土
）、
児
童
学
科
を
中

心
に
児
童
学
科
と
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
教
員
と
学
生
が
企
画
・
準
備
・
運
営

し
た
、
第
12
回
「
子
ど
も
体
験
塾
２
０

１
７
」（
東
京
都
教
育
委
員
会
・
町
田

市
教
育
委
員
会
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
公
認
）が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
、

近
隣
の
子
ど
も
た
ち（
幼
児
〜
小
学
生
）

約
１
８
０
名
と
そ
の
保
護
者
の
合
計
約

３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、①
む
し
ゃ
む
し
ゃ
あ
お

む
し
表
現
遊
び
教
室
、②
音
楽
で
遊
ぼ

う
教
室
、③
身
近
な
自
然
体
験
教
室
、④

世
界
に
ひ
と
つ
、
私
だ
け
の
絵
本
を
作

ろ
う
！
教
室
、⑤
ふ
わ
り
ゆ
ら
り
飛
ん

で
け
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
製
作
教
室
、⑥
た
の
し
い
英
語
教

室
、⑦
夢
中
！
熱
中
！
さ
ん
す
う
教
室
、⑧
て
ぶ
く
ろ
風

船
オ
バ
ケ
の
ア
ー
ト
教
室
、⑨
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
、⑩
新
聞

紙
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ロ
ー
チ

製
作
教
室
、⑪
お
花
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

つ
く
り
教
室
、⑫
和
凧
を

あ
げ
よ
う
教
室
の
全
部

で
12
の
教
室
と
、
学
生

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
つ

ま
っ
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
「
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
」

が
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

「ボッチャ教室」でボールの距離を判定する様子

「世界にひとつ、私だけの絵本を作ろう教室」
で作成された絵本見事な正門の飾り付け

頑張った実行委員メンバー

た
。
ま
た
、
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
見
学
ツ
ア
ー
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
親
子
と
楽
し
い
時
間

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
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教
育
懇
談
会
は
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
６

年
目
と
な
り
ま
す
。
年
に
２
回
、
春
と
秋
に
千
代
田
三
番

町
・
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
時
開
催
し
、
単
位
修
得
状
況

や
学
生
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
直
接
教
員
と
個

別
相
談
を
し
て
お
り
、
教
員
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
も
目

的
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
第
１
回
が
６
月
３
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
、
参
加
者
数
は
両
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
わ
せ
て
36
名
で
し

た
。
第
２
回
は
10
月
こ
ろ
の
予
定
で
す
の
で
、
日
程
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
護
者
会
主
催

　
「
教
育
懇
談
会
」

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、11
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

に
お
い
て
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
学
内
か
ら
模
擬
店
や
様
々
な
発
表
な
ど
に
よ
る

参
加
が
多
く
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12
日
（
日
）

に
は
、
山
﨑
育
三
郎
さ
ん
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
が
決
定
し

て
お
り
、
前
売
り
券
は
、
10
月
22
日
（
日
）
か
ら
イ
ー
プ

ラ
ス
に
て
発
売
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
サ
イ
ト
、
ま

た
は
、学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

  

（
お
問
い
合
わ
せ
先 TEL 042-782-9818

（
直
通
））

第
54
回 

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催

　

平
成
29
年
度
の
特
別
公
開
講
座
を
次
の
と
お
り
、
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
、
英
国
園
芸
研
究
家
、
本
学
客
員
教
授
の

ケ
イ
山
田
氏
に
「
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦 

私
と
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
平
成
29
年

11
月
30
日
（
木
）
午
後
１
時
か
ら
、
内
閣
府
消
費
者
委
員

会
委
員
、
法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
教
授
の
樋

口
一
清
氏
に
「
消
費
者
の
チ
カ
ラ
で
未
来
を
拓
く
」
を
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特
別
公
開
講
座

学
長
賞 

争
奪 

K
V
A
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

行
い
ま
し
た
。
授
業
担
当
の
先
生
方
に
は
、
質
疑
応
答
時

間
を
い
た
だ
き
、
小
学
生
か
ら
は
、
活
発
な
質
問
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
図
書
館
と
生
活
文
化
博
物
館
に
つ

い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明

を
受
け
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

小
学
生
た
ち
か
ら
は
「
小

学
校
と
大
学
と
の
違
い
に

驚
い
た
、
楽
し
か
っ
た
。」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

図書館で事務局からの説明を熱心に聞く
小学生たち

熱
中
症
の
対
策
講
座
開
催

　

５
月
30
日
（
火
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
第
三
会
議
室
で
、

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
に
よ
る
熱
中
症
対
策
講
座

（
保
健
指
導
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
平
成
27
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
部
長
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
お
昼
休
み
の
短

い
時
間
で
し
た
が
、
９
団
体

33
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
熱
中
症
は
屋
外

だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症

す
る
こ
と
、
予
防
に
は
生
活

習
慣
や
体
調
管
理
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
ク
ラ
ブ
活

動
中
の
怪
我
や
病
気
の
際
の

緊
急
対
応
に
つ
い
て
と
い
う

も
の
で
し
た
。

熱中症対策講座の様子

　

２
０
１
７
年
６
月
27
日
（
火
）〜
７
月
13
日
（
木
）
の

17
日
間
に
わ
た
っ
て
、
学
長
賞
争
奪
K
V
A
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
参
加
学
生
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
10
チ
ー
ム
20

名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
２
チ
ー
ム
13
名
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
４

チ
ー
ム
40
名
、
卓
球
８

チ
ー
ム
16
名
の
計
93
名

（
内
教
員
１
名
）
で
し

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

を
長
く
し
多
く
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
は
、
６
名
の

学
生
実
行
委
員
会
が
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

大
会
運
営
等
を
行
い
ま

し
た
。

学院だより 2017年10月発行　3



　

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
１
日
１
時
間
、Ｐ
Ｃ
教
室
等

に
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
、
学
生
向

け
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｃ
や
プ
リ
ン

タ
の
利
用
方
法
の
ほ
か
、
学
生
が
個
人
的
に
使
用
し
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

学
生
ス
タ
ッ
フ
は
利
用
サ

ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
職
員
の
指

導
の
も
と
で
プ
リ
ン
タ
の
紙

詰
ま
り
の
除
去
や
Ｐ
Ｃ
の

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
業
務

を
手
伝
っ
て
お
り
、
本
人
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
平
成
29
年
11
月
６
日
（
月
）

か
ら
平
成
30
年
２
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
約
三
か
月
間
、

第
29
回
特
別
展
「
き
も
の
、
い
と
を
か
し
｜
日
本
各
地
の

伝
統
染
織
品
と
和
服
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
｜
」を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
旧
東
京
家
政
学
院
短
期
大
学
の
和
裁
研
究
室
が
所

第
29
回 

特
別
展｢

き
も
の
、い
と
を
か
し｣

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
P
C
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

学
友
会

　
七
夕
祭
り
飾
付
け

卒
業
生
か
ら
の
寄
贈
資
料
の
活
用

図
書
館
本
館

　
絵
本
・
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
附
属
図
書
館
１
階
に
絵
本
コ
ー
ナ
ー

と
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
絵
本
コ
ー

ナ
ー
は
、
児
童
学
科
の
先
生
方

と
棚
や
椅
子
の
配
色
か
ら
考

え
、
落
ち
着
い
た
中
に
か
わ
い

ら
し
さ
が
あ
り
、
読
み
聞
か
せ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で
き

ま
す
。
所
蔵
絵
本
が
ま
と
め
て

配
置
さ
れ
、
児
童
学
科
の
絵
本

研
究
会
を
中
心
に
絵
本
の
選

書
、
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
は
、
ゆ
っ
た

ラーニングコモンズからのぞむ絵本コーナー

短冊を結ぶ学生たち

寄贈資料を展示した
平成29年度第2回企画展

さまざまな名物裂(きれ)を貼り付けた屏風PC教室で質問を受け付けています

　

七
夕
飾
り
は
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
中
行

事
と
し
て
学
生
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
７
月

３
日
（
月
）
〜
７
月
12
日
（
水
）
の
間
、高
さ
５
Ｍ
の
竹
を
、

１
号
館
１
階
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
学
生
が
お
願
い
し
た
短
冊
の
総
数
は
、
過
去
最

高
の
５
０
４
枚
！
そ
の
う
ち

の
約
半
数
を「
３
欲
し
い（
彼

氏
、
単
位
・
内
定
、
お
金
）」

が
占
め
、
学
生
の
願
い
事
が

不
変
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
七
夕
イ
ベ

ン
ト
は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
本
学
創
立
80
周
年
を
契
機
と

し
て
、
卒
業
生
か
ら
い
た
だ
い
た
学
生
時
代
の
教
科
書
や

ノ
ー
ト
、
課
題
で
制
作
し
た
作
品
な
ど
学
院
史
と
か
か
わ

る
資
料
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
自
ら
、
ま
た
、

遺
族
の
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
い
た
り
、
光
塩
会
の
会
誌

『
光
塩
』
に
募
集
記
事
を
掲
載
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
寄
贈
資
料
は
、
新

収
蔵
品
展
や
創
立
90
周
年
記
念

展
、
今
年
度
企
画
展
「
学
び
舎

〜
教
具
か
ら
み
る
東
京
家
政
学

院
史
〜
」
に
も
列
品
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
か
ら
は
、
そ

の
時
代
を
精
一
杯
過
ご
し
て
き

た
学
生
た
ち
の
気
持
ち
が
伝
わ

る
の
か
、
来
館
者
に
は
い
つ
も
好
評
で
す
。

　

学
生
当
時
の
品
々
を
お
持
ち
の
卒
業
生
の
皆
さ
ま
、
ぜ

ひ
、
当
館
へ
ご
一
報
を
！ 
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

蔵
し
て
い
た
和
服
類
を
一
般
公
開
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
洋
裁
研
究
室
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
ド
レ
ス
、
手

芸
研
究
室
の
レ
ー
ス
、
刺
繍
に
続
き
第
４
回
の
移
管
資
料

展
と
な
り
ま
す
。

　

展
示
は
、
人
間
国
宝
喜
多

川
平
朗
氏
の
帯
地
や
小
宮
康

孝
氏
の
着
尺
地
な
ど
の
作
品

を
は
じ
め
、
日
本
各
地
の
長

着
や
帯
地
、
着
尺
地
な
ど
の

伝
統
工
芸
品
、
絹
糸
、
麻
糸
、

綿
糸
の
工
程
見
本
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
歴
代
の
教
員
が

収
集
し
て
き
た
優
品
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

り
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
な
り
、
今
後
新
し
い
D
V
D
資
料

の
購
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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※1 出願期間は、郵送での受付期間（最終日の消印有効）を表します。
※2 推薦入試の窓口受付は、町田キャンパス・入試広報グループ窓口に限ります。
※3 スカラシップ入試、一般入試、センター試験利用入試の窓口受付は、千代田三番町・町田の両キャンパスで行います。
※4 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス・入試広報グループ窓口に限ります。
★ 詳細は大学案内、学生募集要項をご参照ください。

◆オープンキャンパス日程

＜お問い合わせ先＞

東京家政学院大学
　　　　入試広報グループ

〒194-0292
東京都町田市相原町2600番地
TEL.042-782-9411
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/
E-mail  nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

千代田三番町キャンパス 町田キャンパス

10月

11月

12月

3月

1日（日）

2日（土）

11日（土）、12日（日）
KVA祭同日に進学相談会として開催

25日（日） 25日（日）

入学手続締切日入 試 種 別 日 程 出 願 期 間 ※1 試 験 日 合 格 発 表 日

窓口受付：10月 27日 ( 金 ) ※2

窓口受付：11月 27日 ( 月 ) ※2

窓口受付：12月 11日 ( 月 ) ※3

窓口受付：1月18日 ( 木 ) ※3

窓口受付：1月25日 ( 木 ) ※3

窓口受付：3月　1日 ( 木 ) ※3

窓口受付：2月　2日 ( 金 ) ※3

窓口受付：2月16日 ( 金 ) ※3

窓口受付：3月12日 (月 ) ※3

窓口受付：上記期間中 ※4
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Ⅰ期
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B方式

センター試験
利用入試

大学入試
センター試験

私費外国人
留学生試験

編入学試験
・
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◆2018年度 東京家政学院大学 入試日程等

課  題  型・
活動報告型

Ａ Ｏ  入  試

特別選抜試験
社  会  人 ・
海外帰国子女
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お
り
、
文
化
や
ア
ー
ト
の
分
野
で
人
と
情
報
を
縁
結
び

し
、
コ
ト
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
文
化
企
業
家
の
養

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
塚
原
正
彦
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
（
日

本
地
域
資
源
学
会
会
長
）
は
、「
未
来
志
向
の
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は
、
生
活
者
が
地
域
や
暮
ら
し
を
見

直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
生
き
様
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、

そ
れ
を
物
語
化
す
る
こ
と
で
、
生
活
者
の
一
人
ひ
と
り

が
夢
や
学
び
へ
の
一
歩
を
ふ
み
だ
す
よ
う
に
働
き
か
け

が
で
き
る
学
習
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
例
え
ば
、
図
書
館

や
博
物
館
を
親
し
み
や
す
く
、
楽
し
い
場
に
変
え
る
人

材
、
歴
史
や
文
化
、
音
楽
、
美
術
な
ど
の
文
化
資
源
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
さ
ら
に
物
語
化
す
る
こ
と
で
、
絵
本

や
動
画
を
創
作
す
る
人
材
、
ま
た
文
化
交
流
に
よ
る
学

び
を
主
役
に
し
た
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
で

き
る
人
材
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
の
養
成
を
開
始

〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL.029-858-4811（代表）
FAX.029-858-7388

URL http://www.tsukuba-g.ac.jp

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
資
格
認
定
機
構
が
、
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
を

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格
養
成
機
関
と
し
て
認

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
資
格
取
得
の
た
め
の
講
義
、
演

習
を
筑
波
学
院
大
学
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は
、
文
化
資
料
等
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
、

文
化
活
動
の
基
礎
と
し
て
の
著
作
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
理
解
し
、
総
合
的
な
文
化
情
報
の
収
集
・
管
理
・
保
護
・

活
用
・
創
造
を
担
当
で
き
る
資
格
で
あ
り
、
有
形
無
形

の
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
を
対
象
に
、
デ
ジ
タ
ル
方
式

で
記
録
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
を
用
い
て
保
存
、
蓄

積
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
を
用
い
て
活
用
す
る
人
た

ち
の
こ
と
で
す
。

　

地
球
の
不
思
議
か
ら
地
域
社
会
の
暮
ら
し
に
い
た
る

ま
で
あ
ら
ゆ
る
文
化
資
源
を
記
録
し
、
誰
も
が
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
提
供
す
る
ス
キ
ル
を
持

ち
そ
の
資
質
を
磨
き
あ
げ
る
こ
と
で
、
人
が
集
ま
る
新

し
い
博
物
館
、
図
書
館
、
観
光
施
設
、
出
版
、
放
送
、

通
信
な
ど
の
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る
た
め
の
パ
ス

ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

筑
波
学
院
大
学
が
行
う
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の

養
成
の
特
色
は
、
文
化
資
源
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
記
録

と
保
存
を
行
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
創
造
と
活
用
を
目
的

と
し
た
、
未
来
志
向
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
視
野
に
入
れ
た

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
展
開
で
す
。

　

養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
と
し
て
は
、
観
光
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
挑
戦
す
る
科
目
が
配
置
さ
れ
て

厦
門
大
学
嘉
庚
学
院
と
連
携
協
定
を
締
結

　

平
成
29
年
３
月
に
、
中
国
福
建
省
の
厦
門
大
学
嘉
庚
学

院
と
共
同
研
究
、
教
員
交
流
、
学
生
交
流
全
般
に
わ
た
る

協
定
を
締
結
し
、
６
月
末
に
教
員
の
派
遣
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

協
定
の
調
印
式
は
、
３
月
29
日
（
水
）
に
筑
波
学
院
大

学  

大
島
愼
子
学
長
と
厦
門
大
学
嘉
庚
学
院  

王
瑞
芳
院

長
に
よ
り
行
わ
れ
、
教
員
、
研
究
者
、
職
員
の
交
流
と
教

育
研
究
の
協
力
、
学
生
の
交
流
お
よ
び
単
位
互
換
や
学
位

の
相
互
認
定
、
お
よ
び
情
報
、
資
料
の
交
換
、
共
同
研
究

会
の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

厦
門
大
学
嘉
庚
学
院
は
、
１
９
２
１
年
に
創
立
さ
れ
た

国
立
厦
門
大
学
が
２
０
０
３
年
に
設
立
し
た
附
属
大
学
で
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ら
の
教
員
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
学
が

積
極
的
に
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
に
基
づ
き
、
６
月
29
日
（
木
）
か

ら
７
月
３
日 

（
月
）
に
掛
け
て
、
高
藤
清
美
教
授
が
派

遣
さ
れ
、
日
本
語
学
科
I
T
コ
ー
ス
の
学
生
に
対
し
シ

ス
テ
ム
設
計
・
シ
ス
テ
ム
開
発
に
関
す
る
集
中
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。
教
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
継

続
的
に
実
施
し
、
両
大
学
の
教
育
研
究
交
流
を
深
め
て

い
く
計
画
で
す
。
更
に
、
学
生
の
短
期
交
換
留
学
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

研
修
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
研
修
を
終
え
た
中
華

大
学
の
学
生
か
ら
は
、「
帰
り
た
く
な
い
」「
冬
に
筑
波
学

院
大
学
生
が
中
華
大
学
に
研
修
に
来
ら
れ
た
時
に
は
台
湾

を
案
内
す
る
の
で
、
是
非
来
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

次
の
両
大
学
の
交
流
は
、
12
月
に
舞
台
を
台
湾
中
華
大

学
に
移
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
両
大
学
の
交
流

が
盛
ん
に
な
る
よ
う
学
生
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
生
食
堂
に
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
を
導
入 

　

筑
波
学
院
大
学
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
学
生
食
堂
を
地

域
に
公
開
し
、
地
域
の
老
舗
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
店
「
カ

フ
ェ
・
ド
・
グ
ル
マ
ン
」
と
提
携
し
、
地
産
地
消
型
で
手

作
り
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
家
庭
料
理
を
学
生
に
提
供

し
ま
す
。
こ
れ
は
学
生
食
堂
を
地
域
市
民
の
交
流
の
場
と

し
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
大
学
と

あ
り
、
学
生
総
数
約
２
万
人
の
全
寮
制
で
日
本
語
学

科
を
有
し
、
日
本
研
究
も
盛
ん
で
す
。

　

本
学
は
、「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
と
い
う

教
教
育
方
針
で
、
学
生
が
教
室
に
お
け
る
講
義
だ
け

で
な
く
、
自
ら
地
域
の
企
業
や
自
治
体
で
社
会
参
加

し
て
課
題
に
と
り
く
む
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
１
、
２
年
次
の
必
修
授
業
で
あ
り
、
３
年

次
で
は
海
外
短
期
研
修
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

台
湾
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
学
生
を
送
っ
て

お
り
、
新
た
に
中
国
の
大
学
に
も
研
修
先
が
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
昨
年
の
秋
に
、
厦
門
大
学
嘉
庚
学
院

の
王
瑞
芳
院
長
が
筑
波
学
院
大
学
を
訪
問
し
、
日
本
と

の
交
流
や
日
本
企
業
へ
の
勤
務
を
希
望
す
る
日
本
語
学

科
の
学
生
に
対
し
て
、
職
業
教
育
と
し
て
I
C
T
関
連

の
技
術
を
習
得
す
る
講
座
を
開
講
す
る
た
め
に
日
本
か

開講式

日本語が得意でない人もわかるように
「キャラクターかるた」を使って体験しました

中
華
大
学
短
期
研
修
を
実
施

　

交
流
協
定
校
で
あ
る
台
湾
の
中
華
大
学
の
学
生
11
名

が
、
７
月
４
日
（
火
）
か
ら
７
月
11
日
（
火
）
の
８
日
間

に
わ
た
り
本
学
に
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
来
日
し
た
研
修
生
は
、
日
本
語
を
専
攻
し
て
い
る

学
生
が
中
心
で
し
た
。
研
修
内
容
は
、
本
学
学
生
と
の
交

流
授
業
、日
本
文
化
の
理
解
の
た
め
に「
か
る
た
」の
紹
介
・

体
験
、「
華
道
」・「
茶
道
」
の
実
習
を
と
お
し
た
体
験
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
の
暑

中
見
舞
い
の
作
成
の

他
、
週
末
に
は
本
学
学

生
と
一
緒
に
東
京
都
内

の
グ
ル
ー
プ
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
期
間

中
、
本
学
の
学
生
た
ち

は
、
放
課
後
に
歓
迎
会

を
開
催
し
た
り
、
大
学

周
辺
を
案
内
し
た
り
と

連携協定調印式
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平
成
29
年
６
月

14
日
（
水
）
に
、「
学

長
と
の
対
話
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
友

会
、
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
K
V
A
祭
実

行
委
員
会
か
ら
各

代
表
者
、
及
び
希

望
す
る
学
生
の
計

12
名
が
出
席
し
、

学
長
と
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま

学
長
と
の
対
話
集
会
開
催

　

平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
国
際
大
学
対
抗
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
つ
く
ば
大

会（
日
本
大
会
）（ACM

-ICPC

ア
ジ
ア
地
区
予
選
の
１
つ
）

の
ホ
ス
ト
校
と
し
て
、
本
学
が
、（
公
財
）
情
報
科
学
国

際
交
流
財
団
、
茨
城
県
、
つ
く
ば
市
と
共
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ACM
-ICPC

と
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
昭
和
22
年
に

設
立
さ
れ
た
計
算
機
学
会
（Association for 

Com
puting M

achinery

）
が
主
催
す
る
国
際
大
学
対
抗

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（International 

Collegiate Program
m
ing Contest

）
で
あ
り
、
予
選
に

は
約
１
０
０
ヶ
国
、
約
３
，
０
０
０
の
大
学
が
参
加
し
ま

す
。コ
ン
テ
ス
ト
は
同
じ
大
学
の
３
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
問
題
解
決
を
競
う
も
の
で
、
世
界
大

会
に
は
各
大
学
か
ら
１
チ
ー
ム
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
区
予
選
は
ア
ジ
ア
各
地
で
開
催
さ
れ
、
日
本
大
会
は

そ
の
１
つ
で
す
。
日
本
で
の
開
催
は
今
回
で
第
20
回
目
を

迎
え
、ACM

-ICPC

の
世
界
大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
国
内
予
選
で
の
成
績
上

国
際
大
学
対
抗 

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
つ
く
ば
大
会
開
催

学食の内装も一新しました

学長との対話集会の様子

し
て
、
ま
た
、
教
室
だ
け
で
な
く
学
生
が
地
域
社
会
で
活

動
す
る
地
域
連
携
型
の
教
育
を
行
う
大
学
と
し
て
、
学
生

の
健
康
管
理
と
と
も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

提
供
す
る
こ
と
が
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
、
と
す
る
大
学

の
方
針
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
学
は
平
成
27
年
か
ら
、
留
学
生
や
親
元
を
離
れ
て
独

立
し
て
生
活
す
る
学
生
の
た
め
に
、
１
０
０
円
朝
食
を
提

供
す
る
な
ど
、
学
生
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
朝
食
サ
ー
ビ
ス
は
休
止
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
以

後
の
再
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
生
食
堂
は
、
通
常
の
利
用
（
学
生
や
一
般
の

方
々
の
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
の
提
供
）の
ほ
か
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
利
用
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、他
大
学
・
他
機
関
の
懇
親
会
や
パ
ー

し
た
。
学
友
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
授

業
、
履
修
方
法
、
施
設
設
備
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
い
た
る

ま
で
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
有
意
義
な
対
話
集

会
で
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対

応
し
、
検
討
や
確
認
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
改
め
て

回
答
し
て
い
く
と
と
も
に
、
学
生
の
意
見
を
反
映
し
、
よ

り
充
実
し
た
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

テ
ィ
の
開
催
な
ど
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
学
の
み
な
ら
ず
近
隣
大
学
や
地
域
住
民
の

方
々
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
交
通
の
利
便
性
な
ど
立

地
条
件
の
良
さ
を
生
か
し
た
新
た
な
機
能
を
提
供
し
て
い

く
予
定
で
す
。

グ
ル
マ
ン
と
の
連
携
の
経
緯

　

カ
フ
ェ
・
ド
・
グ
ル
マ
ン
は
、昭
和
53
年
（
１
９
７
８
年
）

に
つ
く
ば
市
で
開
業
し
、
約
40
年
近
い
営
業
実
績
の
あ
る

地
元
の
飲
食
店
で
あ
り
、
家
庭
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
提

供
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
同
店
に
よ
る
学
生
食
堂
運

営
受
託
に
よ
り
、
お
い
し
い
料
理
の
提
供
を
通
し
て
、
学

生
生
活
の
改
善
や
食
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
体
験
、
大
学
周
辺
の

活
性
化
、
地
元
へ
の
貢
献
、
さ
ら
に
大
学
か
ら
の
新
し
い

食
文
化
の
発
信
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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平成29年度 OCP合同説明会

位
と
な
っ
た
日
本
チ
ー
ム
に
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
参
加
す

る
約
10
チ
ー
ム
を
加
え
た
約
50
チ
ー
ム
が
課
題
を
解
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
競
い
ま
す
。
昨
年
、
つ
く
ば
大
会
で

上
位
の
成
績
と
な
り
世
界
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
東

京
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
会
津
大
学
は
、
今
年
５
月
に

米
国Rapid City
で
行
わ
れ
た
世
界
大
会
で
、
東
京
大
学

は
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
、
他
大
学
も
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。 

　

本
年
度
の
国
内
予

選
（
一
次
ラ
ウ
ン
ド
）

は
、
７
月
14
日
（
金
）

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
開
催
さ
れ
、
12

月
の
ア
ジ
ア
つ
く
ば

大
会
に
は
43
チ
ー
ム

が
進
出
し
て
い
ま
す
。 

　

つ
く
ば
市
に
お
け

る
ア
ジ
ア
地
区
大
会

開
催
の
経
緯
は
、
平

成
30
年
に
つ
く
ば
市

で
国
際
情
報
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い

る
た
め
、、
そ
の
前

哨
戦
と
し
て
、
平
成

27
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
の
「
国
際
大
学
対
抗
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ア
ジ
ア
大
会
」
を
、
つ
く
ば
市
で
継
続
し
て
開
催

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。平
成
27
年
・

28
年
は
、
筑
波
大
学
が
ホ
ス
ト
校
で
し
た
、
そ
し 

て
平

成
29
年
は
、
筑
波
学
院
大
学
が
ホ
ス
ト
校
で
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
経
営
情
報
学
部
の
高
藤
清
美
学
部
長
は
、 2016年つくば大会・競技中の様子

情
報
処
理
学
会
で
学
生
が
発
表 

沼田祐希さん（左）と大野光久さん（右）

　

３
月
16
日
（
木
）
か
ら
18
日
（
土
）
に
か
け
て
名
古
屋

大
学
で
開
催
さ
れ
た
情
報
処
理
学
会
第
79
回
全
国
大
会

で
、
吉
田
眞
澄
教
授
の
も
と
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
学
生

が
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　

吉
田
教
授
は
、
筑
波
学
院
大
学
の
第
一
期
生
か
ら
学
生

が
学
会
で
発
表
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
で
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
画
像
処
理
、

Ｃ
Ｇ
、
知
的
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
の
研

究
分
野
で
23
件
の
論
文
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

そ
の
成
果
を
も
と
に
14
名
の
学
生
が
国
立
大
学
の
大
学
院

に
進
学
し
て
い
ま
す
。 

　

今
年
も
４
月
か
ら
茨
城
大
学
大
学
院
に
進
学
し
た
沼
田

祐
希
さ
ん
と
当
時
３
年

生
の
大
野
光
久
さ
ん
が

「
V
S
M
に
お
け
る

バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
方

式
」
と
い
う
研
究
題
目

で
発
表
し
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
が
歩
き
な

が
ら
視
野
に
入
っ
た
建

築
物
の
見
え
方
を
推
定

す
る
内
容
で
す
。
特
に

今
回
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

上
の
仮
想
的
な
ガ
イ
ド

「
由
緒
あ
る
大
会
の
ホ
ス
ト
校
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
は

非
常
に
光
栄
で
あ
り
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
か
ら
参
加
す

る
大
学
生
が
、
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
万
全
を
尽
く

し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

の
歩
行
動
作
を
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
則
で
表
現
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
V
R
に
お
け
る
３
次

元
空
間
性
と
実
時
間
性
を
追
及
す
る
と
い
う
難
し
い
テ
ー

マ
で
す
が
、
毎
年
学
生
達
は
積
極
的
に
専
門
的
な
情
報
技

術
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

　

本
学
で
は
日
々
の
学
習
に
加
え
て
専
門
的
な
研
究
活
動

を
推
進
し
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
目
指
す
学
生
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　

本
学
の
必
修
科
目
「
実
践
科
目
Ｂ
」（
30
時
間
以
上
の

社
会
参
加
活
動
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
）
の
一
環
と
し

て
、４
月
24
日
（
月
）
に
、合
同
説
明
会
（
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ス
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
合
同
説
明
会
は
今
年
度
で

12
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

　

学
生
は
行
政
・

企
業
・
N
P
O
・

財
団
な
ど
35
の
団

体
が
出
展
す
る

ブ
ー
ス
を
ま
わ

り
、
自
分
が
今
年

度
に
取
り
組
む
活

動
に
つ
い
て
熱
心

に
検
討
し
て
い
ま

し
た
。 

　

今
年
度
も
地
域

の
方
々
と
の
協
働

を
通
し
て
学
生
は

大
い
に
社
会
力
を

身
に
付
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

O
C
P
合
同
説
明
会
開
催

学院だより 2017年10月発行　9



（お問い合わせ先）
筑波学院大学 入試広報グループ
〒 305-0031 茨城県つくば市吾妻3-1
TEL. 029-858-4815 FAX. 029-858-7388
URL http://www.tsukuba-g.ac.jp　E-mail nyushi@tsukuba-g.ac.jp

区分

5期

6期

7期

出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表日

区分

A日程

B日程

出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

◆2018年度 筑波学院大学 入試日程
■AO入試【予備面談型/作品型】

■推薦入試

区分

A日程

B日程

出願期間（消印有効） 試験日

2月 4日（日）

3月 5日（月）

合格発表日

2月 6日（火）

3月 6日（火）

■一般入試

区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効） 試験日 合格発表日

2月 14日（水）

3月　6日（火）

3月 20日（火）

■センター試験利用入試 ［大学入試センター試験日：1月14日（土）・15日（日）］

本学独自の
学力審査は
ありません

区分

A日程

B日程

C日程

出願期間（消印有効） 試験日

11月 23日（木・祝）

2月 13日（火）

3月 13日（火）

合格発表日

11月 24日（金）

　2月 14日（水）

　3月 14日（水）

■私費外国人留学生入試

■社会人入試

◆オープンキャンパス日程 ◆入試相談会

出願期間（消印有効）

1月 15日（月）～ 2 月 2日（金）

試験日

2月 20日（火）

合格発表日

2月 21日（水）

10月 28日（土）
29日（日）

12月 10日（日）

3月 25日（日）

1月 21日（日）

2月 25日（日）
KVA祭同時開催

10 月 23日（月）～ 11 月　6日（月）

　1月 29日（月）～　2月 13日（火）

　2月 26日（月）～　3月 12日（月）

11月 12日（日）

2月 20日（火）

3月 19日（月）

11月 14日（火）

2月 21日（水）

3月 20日（火）

10月 16日（月）～10月 30日（月）

11月 27日（月）～12月 13日（水）

11月 3日（金・祝）

12月 17日（日）

11月 6日（月）

12月 19日（火）

1月　9日（火）～1月 29日（月）

2月 13 日（火）～2月 26日（月）

1月 15日（月）～2月　2日（金）

2月 13 日（火）～2月 23日（金）

2月 26 日（月）～3月　9日（金）

10月 30日（月）～ 11月 13日（月）

　1月 15日（月）～　1月 29日（月）

　2月 13 日（火）～　3月　2日（金）

10　学院だより 2017年10月発行



〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL http://www.kasei-gakuin.ed.jp/

東
北
・
北
海
道
修
学
旅
行

　

中
学
３
年
は
、５
月
17
日
（
水
）
か
ら
５
月
20
日
（
土
）

に
か
け
て
３
泊
４
日
で
東
北
・
北
海
道
へ
修
学
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
旅
行
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予
定
ど
お
り

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
南
三
陸
震
災
学
習
〜
被
災
地
で
復
興
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
方
々
に
取
材
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
へ
の
深

中
学
１
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

　

中
学
１
年
は
、
５
月
19
日
（
金
）・
20
日
（
土
）
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
で
房
総
半
島
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
見
学
や
体
験
学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
予
定

高
校
１
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
高
校
１
年
は
５
月
19
日
（
金
）
か
ら

20
日
（
土
）
に
か
け
て
、河
口
湖
周
辺
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

旅
行
初
日
、
ま
ず
着
い
た
花
の
都
で
は
、
綺
麗
な
花
た

ち
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
、
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
昼
食
は
郷
土
食
の
ほ
う
と
う
を
食
べ
、
午
後
の
ク
ラ

フ
ト
体
験
で
は
ク
ラ
フ
ト
作
製
を
体
験
し
ま
し
た
。
ど
の

班
も
真
剣
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
こ
う
も
り
穴
探
検
と
飯
盒
炊
爨
を
し
ま
し

た
。
飯
盒
炊
爨
で
は
飯
盒
を
初
め
て
み
る
人
が
多
か
っ
た

よ
う
で
、
楽
し
そ
う
に
火
起
こ
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
で
は
遅
刻
や
怪
我
も
な
く
、
お
互
い
が

し
っ
か
り
声
を
掛
け
合
い
行
動
で
き
て
い
ま
し
た
。
今
後

も
楽
し
い
学
院
生
活
を
過
ご
せ
る
予
感
を
さ
せ
る
す
ば
ら

し
い
旅
行
で
し
た
。

い
愛
情
や
未
来
へ
の
強
い
意
思
な
ど
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
感
じ
た
こ
と
を
後
日
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ん
さ
ん
商
店

街
の
方
々
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
を
ポ
ス
タ
ー
に
す
る
こ

と
で
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
中
尊
寺
・
函
館
夜
景
見
学
〜
そ
の
土
地
の
ガ

イ
ド
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
歴
史
を
肌
で
感
じ
る
１

日
で
し
た
。
岩
手
の
新
緑
、
函
館
の
桜
な
ど
自
然
に
触
れ

た
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
３
日
目 

ニ
セ
コ 

ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
〜
ニ
セ
コ
を

流
れ
る
尻
別
川
を
５
、
６
名

で
分
乗
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、

仲
間
同
士
の
一
体
感
を
育
む

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
ま
し

た
。水
の
冷
た
さ
、空
の
青
さ
、

風
の
心
地
よ
さ
、
す
べ
て
が

規
格
外
で
生
徒
た
ち
も
元
気
よ
く
活
動
し
ま
し
た
。

　

第
４
日
目 

札
幌
自
主
研
修
〜
家
族
や
知
人
へ
の
お
土

産
を
た
く
さ
ん
購
入
し
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
を
離
れ
て
、
多
く
の
人
々
と
出
会
っ
た
４
日

間
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
元
に
、
高
校
生
活
で
も
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

大自然の中でラフティング体験

館山市沖ノ島にて撮影した集合写真

ど
お
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
月
に
入
学
し
た

生
徒
も
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
打
ち
解
け
て
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
旅
行
で
製
作
し
た
作
品
な

ど
は
10
月
の
本
校
の
文
化
祭
に
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
生

徒
の
元
気
な
様
子
と
併
せ
て
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
学
院
生
活
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

生
徒
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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毎
年
夏
休
み
に
中
学
生
・
高
校
生
の
希
望
者
が
参
加
す

る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
今
年
は
６
名
の
生
徒
（
中
学
生

１
名
・
高
校
生
５
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
の
生
徒

だ
け
で
な
く
、日
本
全
国
か
ら
中
高
生
が
集
ま
り
、グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
一
緒
に
現
地
の
高
校
へ
通
い
ま
す
。
今
回
の

滞
在
先
は
ブ
リ
ス
ベ
ン
近
郊
で
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
を
代
表
し
て
高
２
Ｂ
組
の
堀
江
す
ず
さ

ん
と
、
高
２
Ｄ
組
の
山
下
寧
々
さ
ん
に
感
想
を
聞
き
ま
し

た
。「※

バ
デ
ィ
は
と
て
も
優
し
く
て
私
の
英
語
を
聞
き

取
ろ
う
と
努
力
し
て
く
れ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ

た
り
、
日
本
語
で
話
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。」（
堀
江
さ
ん
）
そ
の

他
に
、
学
校
の
授
業
も
面

白
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
映

画
の
授
業
や
野
生
動
物
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
学

ぶ
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。」

（
山
下
さ
ん
）
ま
た
、
週
末

に
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
海
辺
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
た
り
、
バ
デ
ィ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。

　

帰
国
後
は
、「
英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
、
世
界
が

広
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参
加

し
て
欲
し
い
で
す
。」(

山
下
さ
ん)

、「
日
本
人
は
と
て

も
シ
ャ
イ
な
こ
と
に
気
づ
き
、
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
英
語
が
間
違
っ
て
い
て
も
た
く
さ
ん
の
人
と
話

夏
休
み
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部 

全
国
大
会
出
場
へ

ソングリーダー部 全国大会出場

ホストファミリーとの写真　左：山下さん

　

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
チ
ー
ム
の
絆
は
深
く
、
自
分

へ
の
自
信
に
つ
な
が
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

現
在
４
名
と
い
う
少
人
数
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
大

人
数
に
も
負
け
な
い
パ
ワ
ー
で
演
技
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
応
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。」 （
堀
江
さ
ん
）

と
自
分
の
中
の
変
化
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

※

バ
デ
ィ
と
は
、
現
地
の

学
校
で
、
各
日
本
人
生
徒

に
つ
い
て
、
学
校
生
活
を

共
す
る
現
地
の
生
徒
の
こ

と
で
す
。

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
で
す
。

　

こ
の
度
、
６
月
下
旬
に
行
わ
れ
ま
し
た
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド

リ
ル
選
手
権

大
会
関
東
大

会
に
お
い
て

８
月
の
全
国

大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得

い
た
し
ま
し

た
。
ソ
ン
グ

リ
ー
ダ
ー
部

は
全
員
が
ダ

ン
ス
初
心
者

で
は
あ
り
ま

す
が
、
毎
日

の
練
習
を
経

て
全
国
大
会

連
続
出
場
の
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

学校の友達との写真　中央：堀江さん　(左から３番目)

会場となった日向市にて

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
８
月
19
日
（
土
）
か
ら
20
日
（
日
）

に
か
け
て
宮
崎
県
の
日
向
市
に
て
行
わ
れ
た
「
第
七

回 

牧
水
・
短
歌
甲
子
園
」
に
、
高
校
２
年
生
３
名
（
内

田
悠
歌
・
國
森
恵
美
夕
・
古
野
間
百
花
）
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
「
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
」
は
、
事
前
に
提
出
し
た
作

品
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
12
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
本
選
で
は
お
互
い
の
チ
ー
ム
の
提
出
し
た
歌
を
も

と
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
な
い
勝
敗
を
決
め
ま
し
た
。
審

査
員
の
先
生
は
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
書
か
れ
た
俵
万

智
さ
ん
を
は
じ
め
、
豪
華
な
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
大
会

後
の
交
流
会
で
は
他
校
の
生
徒
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
優
勝
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
古
野
間
さ
ん

が
俵
万
智
さ

ん
か
ら
個
人

賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
に
向

け
て
ま
た
練

習
に
励
ん
で

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
七
回 

牧
水
・
短
歌
甲
子
園
に
出
場
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東京家政学院中学校・高等学校　入試事務室
電話 . 03-3262-2559（入試専用ダイヤル）　ＦＡX. 03-3262-2223　ホームページ . http://ｗｗｗ.kasei-gakuin.ed.jp/

2018年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

2018年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）

試験日

募集人数
集合時間

入試形式

時間・配点

特待生制度

チャレンジ入試

検定料

出願受付

合格発表

入学手続

手続き時納入金

優遇制度

2月１日（木）
午前
50名
8:30

①2科・4科選択
②英語入試
③適性検査型入試

①2科（国語・算数）、4科（国語・算数・社会・理科）の選択
②英語・国語、英語・算数の選択

③適性検査1（国語読解、作文）、適性検査2（社会・理科の融合）、
　適性検査3（算数を中心とした総合問題）

④面接（自己PR）と学力試験（国語、算数のどちらか1科目を選択）
①2科：国語・算数（各100点、各45分）、4科：国語・算数（各100点、各45分）社会・理科（各50点、計45分）
②英語（筆記試験50点、15分　英語面接50点、5分）、国語または算数（100点、45分）
③適性検査1、2、3（各100点、各45分）
④自己PR（100点、10分）、国語または算数（100点、45分）
⑤国語・算数（各100点、各45分）

全ての入試において特待生を選抜します。
得点率80%以上…入学金および授業料全額免除
得点率75%以上…入学金および授業料半額免除
得点率70%以上…入学金免除
※英語入試を受験される方で、英語検定4級以上を取得されている場合、入学金免除となります。

2科・4科選択受験での合格者を対象に、2月2日午前、午後の2科・4科選択入試において特待チャレンジ入試を行います。

20,000円（複数回受験可。ただし適性検査型入試のみ受験の方は4,000円）
※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。

1月20日（土）から試験当日まで　　　※Web出願のみとなります。
〈午前入試〉　◇掲示…入試当日14:00～14:30　◇HP…入試当日14:00～20:00
〈午後入試〉　◇掲示…入試翌日9:00～9:30　◇HP…入試当日21:00～翌日9:00

※時間は変更になる
　場合があります。

合格発表当日～2月7日（水）　※適性検査合格者は2/10（土）まで　※Webでの手続きのみとなります。
入学金　　200,000円（手続き後、いかなる理由があっても入学金は返還できません。）

◇第1志望優遇：2/1午前入試受験生に限ります。
◇複数回受験待遇：各科目の最高得点の合計を判定点とします。

午後
20名
15:00

①2科・4科選択
④プレゼン入試

2月2日（金）
午前
15名
8:30

①2科・4科選択
②英語入試

午後
5名
15:00

①2科・4科選択
④プレゼン入試

2月6日（火）
午前
若干名
8:30

⑤2科（国語・算数）

２．一般入試（併願優遇入試も含む）

200,000円　※納入された入学金はいかなる理由があっても返還できません。 
20,000円　※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。 

入試方式
募集人員
併願優遇
募集コース

出願期間

試験日

試験

検定料
入学金

入学手続
合格発表

一般第1回
60名
あり

一般第2回
10名 10名

あり
アドバンストコースまたはスタンダードコース

1月25日（木）～2月6日（火）1月25日（木）～2月11日（日）
※Web出願のみとなります

2月10日（土） 2月12日（月・祝）
3科目入試 3科目入試 英語優遇入試

国語・数学・英語 国語・数学・
英語

英語・国語
または英語・数学

（各50分・300点） （各50分・
300点）

（各50分・英語は200点、
国語・数学は100点）

個人面接(10分程度)
当日発表

2月10日（土）～公立高校前期発表翌日 2月12日（月祝）～公立高校前期発表翌日

１. 推薦入試 推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。

単願推薦　　　　併願推薦

80 名

アドバンストコースまたはスタンダードコース

1月 16日（火）・1月 17日（水）

※Web出願のみとなります

1月 22日 ( 月 )

当日発表

　

200,000 円　※納入された入学金はいかなる理由があっても返還できません。

20,000 円　※納入された検定料はいかなる理由があっても返還できません。

推薦方式

推薦条件

募集人員

募集コース

出願期間

試験日

合格発表

入学手続

入学金

検定料

1. 全科目の内申点に　１　がないこと

2.３年次の欠席日数が７日以内であること（特別な事情がある場合には要相談）

単願推薦 1 月 22日（月）～23日（火）
併願推薦 1 月 22日（月）～公立高校前期発表翌日

ご不明な点はお問い合わせください。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
３
年

後
の
２
０
２
０
年
に
開
か
れ
ま
す
。
本
学
院
の
２
大
学

は
、
組
織
委
員
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、
練
習

場
の
提
供
、
日
本
の
生
活
文
化
の
紹
介
、
来
訪
者
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
計
画
で
す
。
学
生
・
生
徒
、教
職
員
、

同
窓
生
の
皆
様
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、
ま
た
、
日
常
の
場
で

さ
り
気
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
な
ど
様
々
な
形
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
院
の
学
校
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
３
年
間

に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
は
、
東
京
家
政
学
院
大
学
の
開
学
55
周

年
、
新
学
部
・
学
科
の
初
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
食
物

系
の
２
つ
の
学
科
＝
人
間
栄
養
学
科
、
食
物
学
科
が
ス

タ
ー
ト
し
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、
衣
、
住
、
園
芸
、

地
域
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
学
べ
る

よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
現
代
家
政
学
科
と
児
童
学
科

も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
善
し
、
飛
躍
の
第
１
歩
を
踏
み

出
す
大
切
な
年
で
す
。
大
学
院
研
究
科
は
、
社
会
を
牽

引
す
る
家
政
学
・
生
活
学
の
中
核
的
な
教
育
・
研
究
機

関
と
し
て
再
編
に
着
手
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
は
、
高
等
学
校
・
中
学
校
開
校
80
年
に

当
た
り
ま
す
。
中
高
一
貫
教
育
の
意
義
、
更
に
大
学
と

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

そ
し
て 

１
０
０
周
年
に
向
け
て

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

の
連
携
を
基
本
に
据
え
た
改
革
を
進
め
ま
す
。
大
江
ス

ピ
リ
ッ
ツ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
エ
レ
ガ
ン
ト
」
に

魅
力
を
伝
え
る
女
性
、「
ス
マ
ー
ト
」
に
行
動
す
る
家

庭
人
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
セ
ン
ス
を
備
え
た
社
会
人

を
育
む
教
育
内
容
と
指
導
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
子
供
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」
と
の
信

頼
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学

校
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

２
０
２
０
年
、
筑
波
学
院
大
学
は
開
学
30
年
を
迎
え

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
「
自

立
」
し
た
大
学
の
改
革
を
進
め
ま
す
。
先
ず
、
大
江
ス

ミ
の
教
育
理
念
＝
国
際
教
養
人
の
育
成
を
目
指
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
メ
デ
ィ
ア
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
多
彩
な
コ
ー
ス
を
準
備
し
ま
す
。
更
に
、
地
方
創
成

を
担
う
都
市
型
大
学
と
し
て
、
新
学
部
・
学
科
の
設
置

を
視
野
に
入
れ
た
組
織
改
編
、
入
試
改
革
、
地
域
に
開

か
れ
た
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
「
東
京
家
政
学
院
が
一
人
一
人
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
」、「
東
京
家
政
学
院
が
社
会
を
変
え
る
」、「
東
京
家

政
学
院
が
世
界
を
結
ぶ
」。
こ
の
よ
う
な
学
院
を
、
各

学
校
の
大
き
な
節
目
に
合
わ
せ
、
ま
た
、
６
年
後
の
学

院
創
設
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
院
を
象
徴
す
る
バ
ラ
を
は
じ
め
四
季
折
々
を
彩
る

草
花
や
樹
木
に
囲
ま
れ
、
学
院
の
歴
史
や
学
校
の
教
育

成
果
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
。
学
生
生
徒
と

地
域
の
人
と
の
交
流
が
で
き
る
賑
わ
い
の
ス
ペ
ー
ス
、

同
窓
生
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
繰
り
返
し
訪
れ
た
く
な
る

「
楽
習
」
の
場
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『
見
遊
知
会
夢
』
を
、

皆
様
と
共
に
実
現
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

『
見
遊
知
会
夢
』の
実
現
を
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「明星発祥の地」 「大橋図書館跡」

　

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
を
ご
支
援
く

だ
さ
る
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
日
頃

か
ら
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
学
院
は
、
２
０
２
３
年
の
創
立
１
０

０
周
年
に
向
け
て
、『
東
京
家
政
学
院
創

立
１
０
０
周
年
記
念
募
金
』
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
賜
り
ま
し
た
ご
寄
付
は
教
育
環

境
の
整
備
に
充
て
、
K
V
A
精
神
を
基
礎

と
し
た
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
幅
広
い
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

東
京
家
政
学
院

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
募
金
の
お
願
い

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
吉
　
和
祐

「東京家政学院創立 90周年 記念募金」の報告

　本学院は、平成22年7月から平成27年5月末日までの約5年間にわたり、「東京家政学院創立 

90周年 記念募金」を実施いたしました。 多くの卒業生や教職員の皆さまのご賛同をいただきま

した。誠に、ありがとうございました。ご芳志で行いました事業の一例をご報告いたします。

　今後も引き続き、『東京家政学院創立100周年記念募金』をよろしくお願いいたします。

ＫＶＡ会館の改修
（千代田三番町キャンパス）

ＫＶＡショップ(コンビニ）
設置

パソコン機器更新
（筑波学院大学）

キャリアサポートセンター設置
（中・高等学校）

　

平
成
29
年
３
月
30
日
（
木
）
に
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ

ン
パ
ス
正
門
近
く
に
千
代
田
区
の
事
業
の
「
ま
ち
の
記
憶

保
存
プ
レ
ー
ト
」
と
し
て
「
大
橋
図
書
館
跡
」
と
「
明
星

（
み
ょ
う
じ
ょ
う
）
発
祥
の
地
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
橋
図
書
館
跡
」

　

大
橋
図
書
館
は
、
大
橋
佐
平
氏
の

屋
敷
で
あ
っ
た
上
六
番
町
四
四
番
地

（
現
在
地
）
に
建
て
ら
れ
た
、
木
造

二
階
建
て
、
書
庫
は
れ
ん
が
造
り
三

階
建
て
で
、
明
治
36
年
（
１
９
０
３

年
）
に
は
夜
間
開
館
し
、
明
治
44
年

（
１
９
１
１
）
に
は
、
館
外
帯
出
が

で
き
る
よ
う
し
、
図
書
を
本
格
的
に
収
集
し
、
分
類
目
録

や
カ
ー
ド
を
作
り
、
司
書
を
お
い
た
、
西
欧
的
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
第
一
号
で
し
た
。

　
「
明
星
（
み
ょ
う
じ
ょ
う
）
発
祥
の
地
」

　

明
星
（
み
ょ
う
じ
ょ
う
）
は
、１
９
０
０
年
（
明
治
33
年
）

４
月
か
ら
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）

11
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
、
詩
歌
を
中

心
と
す
る
月
刊
文
芸
誌
で
す
。

　

同
人
結
社
東
京
新
詩
社
の
機
関
誌

と
し
て
、
当
時
当
地
で
居
住
し
て
い

た
与
謝
野
鉄
幹
が
主
宰
と
な
り
創
刊

さ
れ
ま
し
た
。

参
考
資
料

　
（
斑
目
文
雄
著
「
江
戸
東
京
街
の
履
歴
書 

番
町
・
九
段
・

　

麹
町
あ
た
り
」）

　
（
新
井
巌
著 

番
長
麹
町
「
幻
の
文
人
町
」
を
歩
く
）

「
ま
ち
の
記
憶
保
存
プ
レ
ー
ト
」
の
設
置
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■ 寄付金の募集目的

「東京家政学院創立 100 周年記念募金」のご案内

　学校法人東京家政学院は、創立者である大江スミ先生が1923（大正12）年に創設した家政研究所に始まり、
2023 年に創立 100 周年を迎えます。千代田三番町、町田、筑波の 3 つのキャンパスの環境整備を図り、学
院全体の改革「新 KVA ルネサンス計画」に取り組んでいます。
　このため、各キャンパスの教育環境整備を進め、さらなる学院の発展を祈念し、「東京家政学院創立 100
周年記念募金」を開始いたしました。

　（１）寄付申込み
　　　 「寄付申込書（個人用）」にご記入の上、募金事務局までお送りください。
　　　 （寄付振込用紙は、ホームページからダウンロードできます。）
　（２）支払方法
　　　 ※ 銀行振込・郵便局振込
　　　 「みずほ銀行」または「ゆうちょ銀行」のうち、ご都合の良い金融機関へお振込みください。
　　　 ※ 振込手数料はご本人様の負担でお願い申し上げます。

みずほ銀行
（0001）

麹町支店（021）
普通預金 1216980
受取人 : 東京家政学院創立 100 周年記念募金 [ﾄｳｷｮｳｶｾｲｶﾞｸｲﾝｿｳﾘﾂﾋｬｸｼｭｳﾈﾝｷﾈﾝﾎﾞｷﾝ]

記号番号 00150-7-568617
受取人 : 東京家政学院創立 100 周年記念募金 [ﾄｳｷｮｳｶｾｲｶﾞｸｲﾝｿｳﾘﾂﾋｬｸｼｭｳﾈﾝｷﾈﾝﾎﾞｷﾝ]ゆうちょ銀行

※ 現金による支払
千代田三番町キャンパス 1 号館 1 階の窓口にて現金 によるご寄付を、お受けいたしております。
事前にご一報いただけますと幸いです。

■ 寄付申込み・支払方法

　　ご寄付にあたり、住所、氏名等の個人情報は、寄付金に関する業務に限り使用し、その他の目的で使用することはありません。
■ 個人情報の取扱について

■ 寄付金に係る税制上の優遇措置について

■ 寄付者芳名の発表について
寄付者の芳名は、寄付者のご同意のもと、学校広報誌「学院だより」等に掲載させていただきます。
芳名の諾否については、「寄付申込書」にてご指定ください。

　　個人からの本学院への寄付金は、税制上の優遇処置を受けることができます。
　　1 人あたり 2,000 円以上の寄付金が税制優遇の対象になります。
　　< 所得税 > 寄付金に係る税制上の優遇処置には「所得控除制度」と「税額控除制度」の 2 つの制度があり、
　　　　　　　確定申告の際、寄付者自身がどちらか有利な方を選択できます。
　　< 住民税 > 東京家政学院を「寄付金税額控除対象法人」として条例で指定している次の地方公共団体にお住まいの方は、
　　　　　　　住民税の控除を受けることができます。
　　　　　　　【都道府県：東京都、茨城県　市区町村：町田市、つくば市】
　　　　　　　所得税の確定申告又は、住所地の市区町村に簡易な申請書による申告を行います。

【寄付金に関するお問合せ先】
学校法人東京家政学院 募金事務局 〒102-8341 東京都千代田区三番町 22 番地
TEL：03-3262-2242（直通）／ FAX：03-3262-2174 ／ E-mail：bokin@kasei-gakuin.ac.jp

東京家政学院創立100周年記念募金寄付者ご芳名

東京家政学院創立100周年記念募金へのご協力に、厚く御礼申し上げます。ご寄付いただきました皆
様への感謝の意を込めまして、ここにご芳名をあげさせていただきます。[平成29年1月～平成29年7月分]

・飯田 弘幸
・軽部 澄江
・鈴木  茂
・新倉 時夫
・村野 衣里

・伊藤 博之
・刑部 保美
・髙木 みか
・新田 明哲
・山本 史華

・大木 美輝
・込山 弥彦
・髙橋 良子
・福原 信昭

・大木 美沙
・近　紅
・田中 清章
・藤江 道子

・沖吉 和祐
・佐原 成夫
・利谷 信義
・文屋 千枝子

・小倉 あか
・鴫原 正世
・中島 百合子
・古野 美智子

・片岡 隆志　
・篠原 紀花
・中橋 数幸
・三石 善吉

（敬称略・五十音順）

ほか匿名希望の寄付者 21 名。 
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残
暑
も
よ
う
や
く
や
わ
ら
ぎ
、
三
番
町
周
辺
の
木
漏

れ
日
は
日
に
日
に
柔
ら
か
さ
を
増
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
（
日
）
ロ
ー
ズ
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
は
20
代
か
ら
90
代
ま
で
多

く
の
会
員
の
皆
様
と
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
心
温
ま

る
一
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

母
校
は
心
の
故
郷
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
折

に
触
れ
ど
う
ぞ
母
校
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
せ
。

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

光
塩
会
の
定
例
行
事
支
部
長
会
が
６
月
10
日
（
土
）

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１
３
１
０
教
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
茶
話
会
と
し
て
、
支
部
長

の
間
に
理
事
も
交
じ
わ
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
は
各
支
部
の
現
状
報
告
が
な
さ
れ
、
札
幌
・
旭
川
・

函
館
・
釧
路
の
４
支
部
を
統
合
し
北
海
道
支
部
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
町
田
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
蓼
科

山
の
家
の
利
用
等
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

翌
11
日
（
日
）
10
時
か
ら
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私

学
会
館
）
に
て
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
で
は
、
学
院
と

の
名
簿
共
用
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
光
塩
会
で
は
第
一
回
生
か
ら
５
万
３
千
を
超
え
る

卒
業
生
名
簿
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
名
簿
を
共
有
す

る
こ
と
と
は
光
塩
会
を
支
え
発
展
さ
せ
て
き
た
諸
先
輩

の
意
向
に
沿
う
の
か
？
様
々
な
討
議
が
な
さ
れ
、
今
後

の
学
院
と
光
塩
会
の
発
展
の
た
め
に
は
、
双
方
の
協
力

ローズ祭に合わせて開催されたホームカミングデイの様子

平
成
29
年
度

　
支
部
長
会/

評
議
員
会/

総
会/

　
　
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
を
終
え
て

光
塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

が
重
要
と
、
共
用
化
に
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
、
29

年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
は
滞
り
な
く
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
、
昨
年
イ
ギ
リ
ス
で

発
行
さ
れ
た
「
日
英
偉
人
伝
」
に
掲
載
さ
れ
た
創
立
者

大
江
ス
ミ
先
生
の
足
跡
（
英
文
）
の
和
訳
を
中
心
に
編

集
さ
れ
た
90
周
年
記
念
誌
『
大
江
ス
ミ
と
日
本
の
家
政

学
』
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
懐
か
し
い
皆
様
と
の
会
食
の
後
、
宮
城

支
部
長
・
阿
部
悠
貴
子
様
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
声
で
、

優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）
筑
波
・
11
月

11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）
町
田
の
両
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
、
年
明

の
歌
舞
伎
鑑
賞
会
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会（
同

封
の
ご
案
内
参
照
）
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

☆ 

光
塩
会
事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ
☆

●
光
塩
会
90
周
年
記
念
誌

『
大
江
ス
ミ
と
日
本
に
お
け
る
家
政
学
』

〜
英
国
に
派
遣
さ
れ
た
国
費
留
学
生
の
足
跡
〜

●
創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生

　
　
　
　
　
　
　
関
連
資
料
部
か
ら
の
お
願
い

※

ご
希
望
の
方
は
光
塩
会
事
務
室
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　（
制
作
費
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
ご
連
絡
先
】

　
　
　
　
光
塩
会
事
務
室 03-3265-3646

　専門 22 回卒業生の
ご家族の所有品です。
こちらの校章について
ご存知の方は光塩会事
務室にご連絡をお願い
します。

東京家政学院　創立者
大江スミと日本における家政学
～英国に派遣された国費留学生の足跡～

光塩会創立 90 周年記念

2016 年 10 月発行

光塩会事務室にて発売中

2015 英国で発刊された
論文の和訳を中心に編集
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平成29年5月28日（日）総会・懇談会にて

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

　
皆
様
ご
き
げ
ん
よ
う 

　
今
年
も
総
会
の
頃
よ
り
お
天
気
の
変
化
が
大
き
く
、

思
い
が
け
な
い
雨
で
の
大
き
な
災
害
も
あ
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。 

　
総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
会
務
・
決
算
報
告
と
と

も
に
、
平
成
29
年
度
会
務
・
予
算
案
を
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
今
年
も
ご
多
忙
な
沖
吉
理
事
長
に
は
、
総
会
の
折
に
、

佐
原
常
務
理
事
、
長
尾
校
長
先
生
に
は
、
懇
親
会
の
折

に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。 

　
伴
野
教
頭
先
生
、
原
澤
光
塩
会
副
会
長
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し
く
和
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
学
年
会
は
、
昭
和
41
年
、
51
年
、
61
年
、
卒

業
の
方
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
事
の
皆
様
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
昭
和
41
年
卒
で
、
多
く
の
方
々

と
共
に
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
無
事
に
学
年
会
が

で
き
ま
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。 

　
こ
の
春
に
ご
卒
業
の
、
新
会
員
３
名
の
方
々
も
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
づ
ま
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
お
か
げ
さ
ま
で
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

総
会
・
懇
親
会
を
終
え
て

～ あづま会からのお知らせ ～

平成 29 年 第 53 回常磐祭文化祭に参加いたします。
日 時 : 10 月 8日（日）、9日（月・祝） 10：00～15：00
会 場 : 中学校校舎 ２号館２階

あづま会の部屋では、
・卒業生の作品展示
・大江スミ先生と学校の歴史
・旧制服の展示
・卒業アルバムの展示
・手作り品や雑貨の販売（校章をモチーフにしたポーチ、クリスマスオーナメントなど）※１
・講習会（8日はクリスマスリース・９日は江戸型彫りを使って来年の干支の年賀状）※２
・あづま会オリジナルグッズ販売

皆様にお立ち寄りいただけるようお茶とお菓子を用意してお待ちしております。
そして在校生の活躍をご覧いただき卒業生として母校を応援してください。

手作り販売品の例

※1

クリスマスリース完成例

※2

江戸型彫 ( 犬と梅 )

役員紹介
　 （前列左から）
　・澤田 三和子会長
　・十河 由香
　・府中 ひとみ
　 （後列左から）
　・田宮 知子
　・斉藤 節子
　・堀部 みどり
　・六鹿 清美
　・石川 直子
　・森　 洋子
　欠席者  堀内 芳枝
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分教室の休み時間の様子

東京都消費生活総合センターでの講義

東
京
家
政
学
院
大
学 

家
政
学
部 

児
童
学
科 

卒 

業 

藤
中 

彩
加 

「
一
人
一
人
が
認
め
ら
れ
、大
切
に
さ
れ
る
こ
と
」 

学院だより 2017年10月発行　19

社
会
の
な
か
で

　

私
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
東
京
都

の
小
学
校
教
諭
と
し
て
働
き
始
め
ま
し

た
。
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
担
任
と

し
て
持
ち
上
が
り
、
学
級
経
営
・
学
習

指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
集
団
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ
な
か
っ
た
り
、
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
た
り
す
る
児
童
に
対

し
て
、
教
育
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
様
々
な
立
場
の
方
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
指
導
方
法
を
工
夫

し
て
み
ま
し
た
が
、
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
自
ら
の
授

業
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
私
は
も
っ

と
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教

育
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

　

そ
こ
で
、
私
は
特
別
支
援
学
校
を
希

望
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
東
京
都
立

小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
院

内
学
級
に
異
動
し
ま
し
た
。
様
々
な
背

景
や
課
題
を
抱
え
る
子
供
た
ち
一
人
一

人
の
気
持
ち
と
向
き
合
い
、
言
動
の
裏

に
隠
れ
て
い
る
本
当
の
気
持
ち
を
上
手

に
汲
み
取
る
教
員
の
姿
を
見
て
、
私
は

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
教

材
も
一
人
一
人
の
特
性
や
病
状
に
合
わ

せ
て
工
夫
さ
れ
、
全
員
が
安
心
し
て
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
し
た
。
個
々
の
力
が
、
褒

め
ら
れ
・
認
め
ら
れ
る
機
会
が
多
く
あ

り
、
そ
れ
が
自
信
と
な
っ
て
大
き
く
変

容
が
見
ら
れ
た
子
供
も
い
ま
し
た
。
葛

藤
し
た
り
、
時
に
休
ん
だ
り
し
な
が
ら

も
、
ど
の
子
供
も
成
長
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
特
別
支
援
教
育
に
携

わ
っ
た
こ
と
で
教
育
の
視
野
が
広
が
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
を
大
切
に
、

気
持
ち
を
受
け
止
め
共
に
学
び
な
が

ら
、
教
員
と
し
て
成
長
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。 

現
代
家
政
学
科 

消
費
者
情
報
・
消
費
者
教
育
研
究
室

小
野 

由
美
子

東
京
家
政
学
院
大
学

研究室
紹介55

プロフィール
氏名 藤中 彩加
　　（ふじなか あやか）
平成24年３月
　東京家政学院大学 
　家政学部
　児童学科 卒業
平成24年４月
　東京都内の小学校に勤務
平成28年４月
　都立武蔵台学園 
　府中分教室(院内学級)に
　勤務

　

私
た
ち
消
費
者
は
毎
日
、
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
に
お
金
を
支
払
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
に
は
知
識
や
技
術
に
加

え
、
気
づ
き
（
セ
ン
ス
）
や
心
が
け

（
マ
イ
ン
ド
）
も
大
切
で
す
。
消
費
者

教
育
と
は
、
消
費
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き

も
の
は
何
か
を
常
に
問
い
続
け
る
実

践
・
学
問
領
域
で
あ
り
、
ゼ
ミ
で
は
広

く
関
連
す
る
情
報
収
集
や
体
験
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー
に
出
か
け
て
、
若
者
に
多
い
悪
質

商
法
と
対
処
方

法
に
つ
い
て
消

費
者
啓
発
員
の

方
か
ら
講
義
を

受
け
た
り
、
図

書
資
料
室
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
卒

業
研
究
テ
ー
マ

に
関
わ
る
書
籍
を
閲
覧
し
ま
す
。 

　

今
年
の
ロ
ー
ズ
祭
で
は
「
来
て
！
見

て
！
学
ぼ
う
！
消
費
者
教
育
」
と
題
し

て
、
ゼ
ミ
生
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
原

料
な
ど
を
適
正
な
価
格
で
継
続
的
に
購

入
し
て
、
立
場
の
弱
い
生
産
者
の
生
活

改
善
を
目
指
す
取
引
）
を
テ
ー
マ
に

ワークショップの打ち合わせの様子

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

毎
年
、
日
本
消
費
者
教
育
学
会
と
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
消
費

者
教
育
学
生
セ
ミ
ナ
ー
」
に
も
参
加
し

て
、
全
国
か
ら
集
う
他
大
学
の
学
生
と

の
交
流
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

後
期
に
な
る
と
、
卒
業
論
文
に
つ
い
て

本
格
的
な
個
別
指
導
と
ゼ
ミ
全
体
で
の

発
表
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
消
費
社
会
は
変

化
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
生

活
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
も
大
丈
夫
な
の

だ
ろ
う
か
？
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
負

担
を
か
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？
消
費

者
と
事
業
者
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
情

報
な
ど
の
格
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

ゼ
ミ
で
は
消
費
者
教
育
に
つ
い
て
単
に

悪
質
な
事
業
者
に
「
だ
ま
さ
れ
な
い
」

た
め
だ
け
の
勉
強
で
は
な
く
、
今
あ
る

消
費
社
会

の
あ
り
方

を
様
々
な

視
点
か
ら

検
討
を
重

ね
る
こ
と

を
大
切
に

し
て
い
ま

す
。
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